
2
つ
の
語
源
説

　

ハ
マ
ナ
ス
の
語
源
と
し
て
「
浜
茄

子
」
及
び
「
浜
梨
」
の
2
説
が
知
ら

れ
て
い
る
。
前
者
は
そ
の
果
実
の
形

が
初
生
り
ま
た
は
小
形
の
ナ
ス
に
似

て
い
る
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
た
と
い

う
説
で
、江
戸
時
代
中
後
期
の
文
献

に
見
ら
れ
る
。
後
者
は
ハ
マ
ナ
シ
が

本
来
の
名
前
で
、東
北
地
方
で
訛
っ

て
ハ
マ
ナ
ス
に
な
っ
た
と
い
う
説
で
あ

り
、大
正
、昭
和
初
期
に
発
表
さ
れ

た
。現
在
、『
広
辞
苑
』
な
ど
は
和
名

と
し
て
ハ
マ
ナ
シ
を
採
用
、
植
物
図

鑑
で
は
片
方
を
別
名
と
す
る
な
ど
2

種
類
の
和
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、仙
台
市
野
草
園
の
管
野

邦
夫
名
誉
園
長
を
は
じ
め
と
し
て
、

「
浜
梨
」
語
源
説
に
疑
問
を
持
つ
研

究
者
は
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、N
H
K

で
活
躍
中
の
5
歳
女
児
チ
コ
ち
ゃ

ん
の
決
め
台
詞
「
ボ
ー
っ
と
生
き
て

…
！
」
に
刺
激
さ
れ
た
筆
者
は
各
種

文
献
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
方

言
ハ
マ
ナ
ス
ビ
及
び
ナ
ス
ビ
ノ
キ
を

見
出
し
た
こ
と
で
「
浜
茄
子
」
語
源

説
に
確
信
を
持
つ
に
至
り
、
さ
ら
に

は
ト
マ
ト
の
古
名
な
ど
か
ら
導
き
出

し
た
新
し
い
考
え
を『
薬
用
植
物
研

究
』（
第
40
巻
2
号
、2
0
1
8
年

12
月
20
日
発
行
）
に
発
表
す
る
こ
と

が
で
き
た
。今
回
は
、一
般
読
者
向
け

に
文
献
を
必
要
最
低
限
に
減
じ
て
本

文
を
再
構
成
し
、
さ
ら
に
は
図
を
加

え
る
な
ど
し
て
新
説
の
概
要
を
紹
介

し
た
い
。

ハ
マ
ナ
ス
と
玫ま

い

瑰か
い

　
ハ
マ
ナ
ス
は
北
海
道
と
東
北
地
方

の
海
岸
に
普
通
に
見
ら
れ
る
落
葉
低

木
で
、日
本
海
岸
で
は
鳥
取
県
、太

平
洋
岸
で
は
茨
城
県
ま
で
野
生
し
て

い
る
。
砂
地
以
外
で
も
生
育
可
能
で

あ
り
、
内
陸
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
る

（
写
真
1
）
。夏
か
ら
秋
に
か
け
て
直
径

2
〜
3
㎝
の
扁
球
形
果
実
を
付
け
、

真
っ
赤
に
熟
す
（
写
真
2
）
。
リ
ン
ゴ
に

似
た
味
が
し
て
、
ジ
ャ
ム
や
果
実
酒

原
料
と
し
て
も
利
用
で
き
、
ア
イ
ヌ

民
族
も
食
糧
と
し
て
利
用
し
た
。
そ

の
和
名
初
出
文
献
は『
草
花
魚
貝
虫

類
写
生
図
』（
狩
野
常
信
、
巻
10
、

1
6
6
7
、
寛
文
7
年
）
と
さ
れ
て

い
る
。

　

中
国
に
は
こ
の
ハ
マ
ナ
ス
に
よ
く

似
た
玫
瑰
が
あ
り
、乾
燥
し
た
花
は

玫ま
い

瑰か
い

花か

と
称
さ
れ
る
生
薬
で
あ
る
。

花
が
重
弁
で
、茎
の
ト
ゲ
が
少
な
い

な
ど
の
点
で
ハ
マ
ナ
ス
と
は
異
な
り
、

そ
の
変
種
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る（
写

真
3
）
。
し
か
し
、江
戸
時
代
の
本
草

書
は
も
と
よ
り
、近
年
の
日
本
や
中

国
の
薬
用
植
物
図
鑑
の
多
く
は
ハ
マ

ナ
ス
を
充
て
て
い
る（
図
版
1
）
。

「
浜
茄
子
」語
源
説

　
『
滑こ

っ

稽け
い

雑ぞ
う

談だ
ん

』（
四し

時じ

堂ど
う

其き

諺げ
ん

、

1
7
1
3
、
正
徳
3
年
成
立
）
に
は

「
玫は

ま

な

す

瑰
花　

秋
に
至
っ
て
実
を
結

び
、
初
生
り
の
茄
子
の
如
し
、
ま
た

食
に
堪
え
た
り
、故
に
浜
茄
子
と
云

に
や
」
と
記
載
さ
れ
、
18
世
紀
に
は

浜
茄
子
を
語
源
と
す
る
ハ
マ
ナ
ス
＝

玫
瑰
花
が
定
着
し
て
い
た
。

　

伝
統
的
本
草
学
の
最
後
の
伝
承

者
と
さ
れ
る
白
井
光
太
郎
も
、『
樹

木
和
名
考
』（
1
9
3
3
、昭
和
8

年
）
で『
大
和
本
草
批
正
』（
小
野
蘭

山
の
1
8
0
8
ま
た
は
0 

9
（
文
化

6
）年
の
講
義
録
、未
刊
）の「
實
は

は
ゞ
七
八
分
小
茄
子
の
如
し
、
故
に

ハ
マ
ナ
ス
と
云
」
を
引
用
し
て
い
る
。

「
浜
梨
」語
源
説
の
嚆
矢

　

北
海
道
帝
国
大
学
で
教
鞭
を

執
っ
た
こ
と
も
あ
る
武
田
久
吉
は
、

北
海
道
の
花「
ハマ
ナ
ス
」の

語
源
を
探
る 

文
・
写
真  

姉
帯
正
樹

バ
ラ
科
を
代
表
す
る
ハマ
ナ
ス
の
海
岸
に
拡
が
る
群
落
は
見
事
で
、道
民
に
は
馴
染
み
深
い
。

1
9
7
8
年（
昭
和
53
年
）に
は
〝
北
海
道
の
花
〞
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

間
も
な
く
新
皇
后
陛
下
と
な
ら
れ
る
雅
子
妃
殿
下
の
お
印
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

最
近
、身
近
な
モ
ノ
を
取
り
上
げ
、そ
の
名
前
の
由
来
を
探
る
N
H
K
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
に
あ
や
か
り
ハマ
ナ
ス
の
由
来
を
探
る
古

い
に
し
えの
世
界
に
誘

い
ざ
な
いい
た
い
。

1
9
1
9
年
（
大
正
8
年
）
、
ハ
マ

ナ
シ（
浜
梨
）
が
東
北
で
訛
っ
て
ハ
マ

ナ
ス
に
な
っ
た
と
い
う
説
を『
植
物

学
雑
誌
』
に
発
表
し
た
。
し
か
し
、

「
訛
っ
て
ハ
マ
ナ
ス
と
称
す
る
か
未
だ

確
説
な
き
が
如
し
」
と
記
し
、
誠
に

心
許
な
い
。
さ
ら
に
、
意
見
を
求
め

ら
れ
た
南
部
洋
も
「
ハ
マ
ナ
ス
の
語

原
は
濱
梨
な
ら
ん
と
想
像
到
し
居

り
候
も
小
生
の
郷
里
に
は
自
生
品
な

き
故
確
信
出
來
申
さ
ず
候
…
培
養

の
梨
を
キ
ナ
ス
、
野
生
の
梨
を
ヤ
マ

ナ
ス
等
云
ふ
例
も
有
之
候
故
ハ
マ
ナ

ス
は
濱
梨
か
と
存
ず
る
理
由
に
候
」

と
返
信
し
、
こ
れ
ま
た
根
拠
に
乏
し

い
。

　

そ
の
後
、1
9
3
3
年
（
昭
和
8

年
）
に
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
文
献
（
後

出
）
を
引
用
し
て
、「
浜
茄
子
の
意
で

は
毛
頭
無
い
」
と
自
信
を
深
め
て
い

る
。

「
浜
梨
」語
源
説
の
展
開

　

武
田
に
続
き
、植
物
図
鑑
で
著
名

な
牧
野
富
太
郎
も
浜
梨
語
源
説
を

展
開
し
た
。
す
な
わ
ち
、1
9
4
0

年
（
昭
和
15
年
）
の『
牧
野
日
本
植

物
図
鑑
』
に
和
名
と
し
て
ハ
マ
ナ
シ

ハマナス Rosa rugosa  の群落
（紋別市・撮影：編集部）

写真1：香りも強いハマナスの花
（札幌市北区栽培品／2018.10.10）

写真2：食糧にもなるハマナスの果実
（札幌市北区栽培品／2018.10.10）

写真3：マイカイ R. rugosa  var. plena の花
（北大薬学部附属薬用植物園／2017.7.28）037
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を
採
用
、ハ
マ
ナ
ス
を
誤
称
と
強
く

主
張
し
た
。
そ
こ
に
は
「
和
名
ハ
浜

梨
ノ
意
ニ
シ
テ
浜
茄
子
ノ
意
ニ
非

ズ
、
浜
梨
ハ
其
小
児
ノ
食
ス
ル
丸
キ

果
実
ニ
基
キ
、
浜
な
す
ハ
東
北
人
し

ヲ
す
ト
発
音
ス
ル
ヨ
リ
生
ゼ
シ
称
ナ

リ
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、『
続
植

物
記
』（
1
9
4
3
、
昭
和
18
年
）

に
は「
世
人
が
賛
成
し
よ
う
が
し
ま

い
が
敢
て
其
ん
な
俗
論
に
は
頓
着

せ
ず
、
今
此
植
物
を
ハ
マ
ナ
シ
と
絶

叫
し
て
少
し
も
憚
か
ら
な
い
の
で
あ

る
」
と
あ
っ
て
自
信
の
ほ
ど
が
う
か

が
え
る
。

　

た
だ
、本
説
を
裏
付
け
る
文
献
は

不
明
（
未
発
表
？
）
で
、
武
田
の
文

献
も
引
用
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対

し
、植
物
語
源
研
究
家
深
津
正
は
本

説
を
「
主
観
的
な
『
意
見
』
で
あ
っ

て
、科
学
的
も
し
く
は
学
問
的
に
証

拠
だ
て
ら
れ
た
客
観
的
事
実
と
は
言

い
難
い
」
と
評
し
て
い
る
。

ハ
マ
ナ
シ︵
浜
梨
︶と

記
録
さ
れ
た
古
文
献

　

シ
ー
ボ
ル
ト
が
長
崎
出
島
に
再
建

し
た
植
物
園
の
リ
ス
ト（
1
8
2
8
、

文
政
11
年
）
に
は
、ハ
マ
ナ
シ
の
名
が

見
ら
れ
る
。
ま
た
、
著
名
な『
日
本

植
物
誌
』（
1
8
3
5
、天
保
６
年
）

に「
和
名
ハ
マ
ナ
シ
、海
岸
の
ナ
シ
」

と
記
し
て
い
る
。

　

世
界
最
初
の
和
蝦
辞
典
と
し
て

有
名
な
『
藻も

汐し
お

草ぐ
さ

』（
上
原
熊
次

郎
、1
7
9
2
、
寛
文
４
年
）
に
は

「
濱
梨　
マ
ウ
」
と
あ
る（
マ
ウ
は
ハ

マ
ナ
ス
果
実
を
指
す
ア
イ
ヌ
語
）。上

原
は
幕
末
の
蝦
夷
通
辞
で
、松
前
ま

た
は
奥
羽
地
方
の
人
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
本
書
は
最
上
徳
内
を
通
じ
て

シ
ー
ボ
ル
ト
の
手
に
渡
り
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
ま
で
伝
え
ら
れ
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
る
。

　

そ
の
他
、蝦
夷
地
と
関
係
の
あ
る

江
戸
時
代
の
書『
胡こ

地ち

養よ
う

生じ
ょ
う

考こ
う

』、

『
韃だ

っ

国こ
く

漂ひ
ょ
う

流り
ゅ
う

記き

』及
び『
蝦
夷
見
聞

誌
』に
も
ハ
マ
ナ
シ
が
見
ら
れ
た
。

ハ
マ
ナ
ス
ビ
と
粟
島

　
『
全
国
樹
木
地
方
名
検
索
辞
典
』

（
2
0
0
7
年
）
に
は
石
川
県
河
北

郡
と
新
潟
県
粟
島
に
共
通
し
て「
ハ

マ
ナ
ス
ビ
」
が
あ
っ
た
。
粟
島
に
は

「
ナ
ス
ビ
ノ
キ
」
も
あ
っ
た
。

　

粟
島
は
新
潟
市
の
北
約
65
㎞
に

位
置
す
る
日
本
海
上
の
孤
島
で
、

9
世
紀
初
め
に
北
九
州
の
松
浦
一
族

（
現
在
の
福
井
県
北
部
で
あ
る
越
前

国
出
身
：
次
ペ
ー
ジ
の
図
❷
）
が
上
陸
、先

住
の
蝦
夷
を
追
い
払
い
、東
海
岸
前

浜
に
住
み
着
い
た（
図
❸
）
。
そ
の
半
世

紀
後
に
は
越
前
国
の
本
保
信
高
が
前

浜
へ
上
陸
、松
浦
一
族
は
西
海
岸
へ
移

住
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る（
図
❹
）
。

長
い
間
、他
地
域
と
の
交
流
が
少
な

か
っ
た
た
め
、
方
言
と
し
て
古
語
の

残
存
が
多
い
。

　

従
っ
て
、ハ
マ
ナ
ス
ビ
、
ナ
ス
ビ
ノ

キ
は
北
陸
地
方
で
生
ま
れ
た
古
い
方

言
で
あ
り
、松
浦
氏
及
び
本
保
氏
移

住
の
際
に
持
ち
込
ま
れ
た
（
図
❸
❹
）

後
、離
島
と
い
う
特
殊
な
環
境
で
生

き
続
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
誕

生
時
期
は
、奈
良
時
代
か
ら
平
安
時

代
初
期
と
し
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。

江
戸
時
代
の
文
献
に
見
る

ハ
マ
ナ
ス
ビ
と
ハ
マ
ナ
ス

　
『
享
保
元
文
諸
国
産
物
帳
』
は

1
7
3
5
年
（
享
保
20
年
）
か
ら
数

年
を
か
け
て
行
わ
れ
た
全
国
各
領
内

の
農
産
物
等
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

り
、当
時
の
品
種
も
調
べ
ら
れ
る
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
詳
細

に
調
べ
た
結
果
、現
在
の
石
川
県
及

び
富
山
県
の
ほ
ぼ
全
域
に
お
い
て
ハ

マ
ナ
ス
ビ
が
見
出
さ
れ
た
。
ま
た
、現

在
の
富
山
県
東
部
及
び
東
北
地
方

で
ハ
マ
ナ
ス
ビ
と
ハ
マ
ナ
ス
の
両
方
が

混
在
し
て
い
た
。
東
北
地
方
の
一
部

に
は
、ハ
マ
ナ
ス（
ハ
マ
ナ
ス
ビ
）
を
ナ

ス
の
一
品
種
と
す
る
産
物
帳
も
存
在

し
た
！

　

こ
れ
ら
の
記
録
は
、前
項
で
示
し

た
ハ
マ
ナ
ス
ビ
が
北
陸
地
方
生
ま
れ

の
古
い
方
言
と
い
う
筆
者
の
考
え
を

支
持
し
て
い
る
。
ま
た
、ハ
マ
ナ
ス
は

ハ
マ
ナ
シ
の
転
訛
で
は
な
く
、ハ
マ
ナ

ス
ビ
か
ら
派
生
し
た
と
考
え
る
の
が

自
然
で
あ
ろ
う
。

産
地
で
異
な
る

ナ
ス
果
実
の
形
状

　

ナ
ス
は
古
く
か
ら
重
要
な
野

菜
の
一
つ
と
さ
れ
、『
本
草
和
名
』

（
9
1
8
、
延
喜
18
年
）
及
び
『
和

名
抄
』（
9
3
1
、承
平
元
年
頃
）
に

「
和
名
奈
須
比
」
と
記
録
さ
れ
て
い

る
。
品
種
改
良
が
し
や
す
い
た
め
、

古
く
か
ら
地
域
特
有
の
品
種
が
知
ら

れ
て
い
る
。
京
都
で
は
丸
い
賀
茂
ナ

ス
が
愛
好
さ
れ
、江
戸
時
代
の
百
科

図版1：橘保國画『絵本野山草』に描かれたハマナス（巻之三、二丁ウ／1806、文化3年／筆者蔵）

写真4：丸ナスと長ナス（左：賀茂茄子／2017.8.11  右：札幌市北区家庭菜園／2017.8.6）

写真5：ハマナス果実（左）とミニトマト果実（右）（2017.8.31）

図版2：中村惕齋著『訓蒙図彙』に描かれたナス
（再版巻之十七（菜蔬）、三十一丁オ／1668、
寛文8年／筆者蔵）

図版3：水谷豐文著『物品識名』のハマナス掲載
頁（乾、十五丁オ／1809、文化６年／筆者蔵）039
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図
鑑
に
記
さ
れ
た
絵
も
丸
形
で
あ
る

（
図
版
2
）
。

　

現
在
、北
海
道
、東
北
と
関
西
以

西
で
は
長
ナ
ス
、甲
信
、北
陸
、関
西

で
は
丸
ナ
ス（
写
真
4
）
、関
東
で
は
卵

形
の
千
成
ナ
ス
が
好
ま
れ
て
い
る
。

　

前
項
の『
産
物
帳
』
か
ら
、
江
戸

時
代
に
お
い
て
も
現
在
の
石
川
、富

山
両
県
で
は
丸
ナ
ス
が
、現
在
の
青

森
、
岩
手
両
県
の
一
部
で
は
長
ナ
ス

が
主
流
で
あ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら

れ
た
。

　

な
お
、
ナ
ス
は
ナ
ス
ビ
が
短
縮
さ

れ
た
女
房
こ
と
ば
と
さ
れ
、
宮
中
の

女
官
か
ら
一
般
庶
民
に
拡
が
り
、
室

町
時
代
後
期
頃
よ
り
ナ
ス
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

渡
来
種
ト
マ
ト
の

旧
名
と
方
言

　

ハ
マ
ナ
ス
果
実
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
果

実
は
ヘ
タ
の
位
置
が
逆
で
あ
る
点
を

除
く
と
、類
似
点
が
多
い（
写
真
5
）
。

ト
マ
ト
に
関
す
る
我
が
国
最
古
の
資

料
は
狩
野
探
幽
が『
草
木
花
写
生
図

巻
』（
1
6
6
8
、寛
文
8
年
）
に
描

い
た
絵
で
、「
唐
な
す
び
」
の
名
が
付

さ
れ
て
い
る
。
初
め
て
見
た
異
国
の

赤
い
果
実
に
、
先
人
が
ナ
ス
ビ
の
名

を
与
え
た
こ
と
に
注
目
し
て
頂
き
た

い（
ナ
シ
で
も
カ
キ
で
も
な
い
！
）。

　
『
全
国
有
用
植
物
地
方
名
検
索

辞
典
』（
2
0
0
8
年
）
に
収
載
さ

れ
た
ト
マ
ト
に
は
、
ト
ー
ナ
ス
、
ト
ナ

ス
の
他
に
ト
ー
ナ
シ
、
ト
ナ
シ
、コ
ー

ラ
イ
ナ
シ
な
ど
語
尾
に
ナ
シ
の
付
く

方
言
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
東
北
方
言

は
、
ナ
ス
ビ
↓
ナ
ス
↓
ナ
シ
と
短
縮
、

転
訛
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

筆
者
の

「
波
末
奈
須
比
」語
源
説

　

奈
良
時
代
ま
た
は
平
安
時
代
初

期
、北
陸
地
方
に
お
い
て
そ
の
果
実

を
丸
ナ
ス
に
擬
え
た
ハ
マ
ナ
ス
ビ（
波

末
奈
須
比
）
、
ナ
ス
ビ
ノ
キ
が
生
ま

れ
、都
へ
も
伝
わ
っ
た（
図
❶
）
。
時
を

経
る
と
共
に
、
ハ
マ
ナ
ス
ビ
の
短
縮

形
ハ
マ
ナ
ス
が
徐
々
に
普
及
し
て
い
っ

た
。

　

平
安
時
代
、都
で
権
勢
を
誇
っ
て

い
た
藤
原
一
族
の
う
ち
、
役
職
に
恵

ま
れ
な
か
っ
た
者
は
東
北
地
方
な
ど

へ
移
住
し
た
。
越
前
、
越
中
等
か
ら

の
強
制
移
住
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ

ら
の
人
々
の
動
き
に
伴
っ
て
方
言
ハ

マ
ナ
ス
ビ
も
東
北
地
方
へ
拡
が
っ
た

（
図
❺
）
。

　

東
北
地
方
に
お
い
て
ト
マ
ト
の
旧

名
語
尾
は
、
ナ
ス
ビ
↓
ナ
ス
↓
ナ
シ

と
短
縮
、転
訛
し
た
。同
様
に
、ハ
マ

ナ
ス
ビ
も
ハ
マ
ナ
ス
を
経
て
、一
部
の

地
域
で
は
ハ
マ
ナ
シ
へ
と
転
訛
し
た

（
図
❻
）
。

　

戦
国
時
代
初
期
、蠣
崎（
後
に
松

前
）氏
は
本
拠
を
北
東
北
か
ら
蝦
夷

地
に
移
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
松
前

に
は
転
訛
し
た
ハ
マ
ナ
シ
が
導
入
さ

れ（
図
❼
）
、後
年
、辞
書
等
に
浜
梨
と

表
記
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
丸
ナ
ス
が

身
近
で
な
い
地
域
で
、
ナ
ス
の
意
味

が
薄
れ
た
結
果
で
あ
る
。

　

シ
ー
ボ
ル
ト
は
1
8
2
6
年
（
文

政
9
年
）
に
長
崎
の
出
島
を
出
て

江
戸
参
府
を
果
た
し
た
。
そ
の
際
、

『
藻
汐
草
』等
を
通
し
て
松
前
方
言

ハ
マ
ナ
シ
に
関
す
る
情
報
を
手
に
し

（
図
❿
）
、後
年
、『
日
本
植
物
誌
』等

に
盛
り
込
ん
だ（
図
⓫
⓬
）
。

　

江
戸
時
代
後
期
に
な
っ
て『
物
品

識
名
』（
水
谷
豐
文
、1
8
0
9
、文

化
6
年
、
尾
張
国
、図
版
3
）
に
「
ハ

マ
ナ
ス　

玫
瑰
秘
伝
花
鏡
」
と
記
載
さ

れ
、
ハ
マ
ナ
ス
が
標
準
和
名
と
し
て

全
国
に
拡
が
っ
た（
図
⓭
）
。

武
四
郎
の
玫
瑰

　

蝦
夷
地
を
6
回
に
わ
た
っ
て
調

査
し
た
松
浦
武
四
郎
は
、『
按あ

ん

北ほ
く

扈こ

従し
ょ
う

』
に
以
下
の
記
録
を
残
し
て
い

る
。「
行
に
鱒
の
卵
と
玫
瑰
の
実
を

煮
て
搗つ

き
合
せ
、
餅
に
致
し
て
出

す
。
魚
油
の
臭
甚
し
く
、
是
に
は
迷

惑
す
る
也
」（
安
政
3
年
6
月
3

日
：
1
8
5
6
年
7
月
4
日
、
南
樺

太
楠
渓
）

　

ア
イ
ヌ
民
族
は
ハ
マ
ナ
ス
の
果
実

を
生
で
食
べ
た
り
、
ク
ロ
ユ
リ
の
鱗
茎

と
あ
わ
せ
て
餅
の
よ
う
に
し
、
ア
ザ

ラ
シ
の
油
を
付
け
て
食
べ
た
。
オ
メ

ガ
│
3
系
脂
肪
酸
を
豊
富
に
含
む
ア

ザ
ラ
シ
油
は
酸
化
さ
れ
や
す
い
が
、

ア
イ
ヌ
民
族
に
と
っ
て
食
事
に
不
可

欠
な
調
味
料
で
あ
っ
て
、毒
消
し
効

果
も
あ
る
と
い
う
。
ビ
タ
ミ
ン
C
に

富
む
果
実
は
、貴
重
な
食
糧
と
な
っ

た
で
あ
ろ
う
。

　

武
四
郎
は
玫
瑰
に
ル
ビ
を
付
し
て

い
な
い
。地
元
案
内
人
が
オ
タ
ル
フ
ニ

（
茎
）
ま
た
は
オ
タ
ル
フ（
果
実
）
と

指
さ
し
た
海
浜
植
物
を
、和
語
で
何

と
訳
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
？　

そ
の

興
味
は
尽
き
な
い
。

ハ
マ
ナ
ス
か
、

ハ
マ
ナ
シ
か
？

　

植
物
写
真
の
第
一
人
者
・
梅
沢

俊
の
集
大
成
『
北
海
道
の
草
花
』

（
2
0
1
8
年
）
は
ハ
マ
ナ
ス
を
採

用
し
、
説
明
文
末
尾
に
「
浜
梨
の

転
化
」
と
記
し
て
い
る
。
国
語
辞

典
の
代
表
『
広
辞
苑
』（
第
七
版
、

2
0
1
8
年
）
は
「
は
ま
な
す
【
浜

茄
子
】」
の
説
明
を
「
ハ
マ
ナ
シ（
浜

梨
）
の
訛
」
と
1
行
で
済
ま
せ
、「
は

ま
な
し【
浜
梨
】
」
の
説
明
に
11
行

を
費
や
し
て
い
る
。

　

奈
良
時
代
の
北
陸
道
に
始
ま
り

北
は
蝦
夷
地
松
前
、
西
は
長
崎
出

島
、
さ
ら
に
は
遠
く
和オ

ラ
ン
ダ蘭

に
ま
で
及

ぶ
千
年
の
壮
大
な
旅
を
終
え
、本
誌

読
者
は「
ハ
マ
ナ
ス
」
と「
ハ
マ
ナ
シ
」

の
ど
ち
ら
を
和
名
と
し
て
選
ぶ
で
あ

ろ
う
か
？

　

北
海
道
命
名
か
ら
1
5
0
年
を
経

過
し
た
今
、北
海
道
の
花
に
纏
わ
る

ド
ラ
マ
に
あ
れ
こ
れ
と
思
い
を
巡
ら

す
良
い
機
会
で
あ
ろ
う
。

あねたい・まさき（北海道大学客員教授）
1949年喜茂別町生まれ。札幌市在住。1968年函館
ラ・サール高等学校卒業。1977年北海道大学大学
院理学研究科化学専攻博士課程修了。理学博士。
1982年から2014年3月まで北海道立衛生研究所に
勤務し、薬草、山菜、毒草、アイヌ民族有用植物など
の化学的研究に従事。定年退職後、本草学に傾注。
2012年から北海道大学大学院先端生命科学研究
院招へい教員、2017年12月から同大学院薬学研究
院招へい教員を兼ね、現在に至る。保科喜右衛門の
ペンネームで本誌に「北方本草誌」を連載中。

❶発祥地（能登・加賀・越中・越前国）から都へ／奈良、平安時代初期／ハマナスビ、ナスビノキ
❷松浦（安倍）党の勢力拡大　越前国→北九州／８世紀／ハマナスビ、ナスビノキ
❸松浦一族の漂着　唐津→粟島／９世紀初頭／ハマナスビ、ナスビノキ
❹本保信高の移住　越前国→粟島／848年／ハマナスビ、ナスビノキ
❺東北派兵及び藤原一族、越前・越中国人の東北移住／奈良、平安時代初期／ハマナスビ
❻東北各地への伝搬と短縮、転訛／奈良～室町時代／ハマナスビ、ハマナス、ハマナシ
❼蠣崎（後に松前）氏の蝦夷地進出／戦国時代初期／ハマナシ
❽京都から江戸への情報伝達と移住／江戸時代初期、中期／ハマナスビ、ハマナス
❾松前藩から江戸への情報伝達と写本／江戸時代中期、後期／ハマナシ
❿シーボルトの江戸参府に伴う『藻汐草』入手／1826年／ハマナシ
⓫シーボルトの国外追放／1829年／ハマナシ
⓬シーボルト著『Flora Japonica』輸入／1835年／Hamma nasi
⓭水谷豐文著『物品識名』の刊行と普及／1809年／ハマナス
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